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Abstract: The purposes of  this study are  to develop outcome monitoring system to  routinely 
assess  the degree of program goal achievement, and also  to construct  the monitoring system that 
makes possible collaborations between practitioners and researchers sharing the results of monitoring. 





















































































　　■暫定版システムの検討・開発　　　　　　　　　2008 年 8 月～ 12 月
　　■協力事業所への試行的導入（測定期間）　　　　2009 年 1 月～ 2010 年 1 月


























































































　同様に 11 事業所に限定して、そのうちの主要な項目を集計した（表 2）。調査開始時の対象
者、すなわち事業所利用者は 125 名で、終了時には 61 名に減少している。事業所利用を終了
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